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1.　幼 児m の性格形成には，家 族内の人間関係 が強 く

影響ナ るが，こ の中で，出生順位も大き な要因であるこ

とが，従来 の研 究によって認 められている。そこで，本

研究では，人格 の特性とし で，依存性と攻撃性を取 り上

げ，出生順位 に よる差を,実験的に研究 するこ とにし た。

2. 実験場面 で， 依存的・攻撃的行動を発現 させ，そ

の反応 を求 めた。被 験者は市立幼稚園の園児50名で，そ

の中,   3人 きi うだい のい ずれかの位置にあ る者お よび

ひ とりっ子 の41名 が,実験群であった。これらについて，

比較群 と比較し た。

3. 男女 とも，ひ とりっ子・末子が両性格 ともに強か

った。ひ とりっ子は，保護 過剰・社 会的 接触不足の状態

にあるた め，他人 との協調 り

におい て，不十分な態 度・行動 を取りや すく，末 子は親

から溺愛 され るわがままに育 てられる等の理由 が考えら

れる。

長子は両性格 ともに弱か ったが，これ は弟妹 の保護者

的立場にあ り，はっ きりし た性格 を示 さない ためである。

次子は，最も望ましい性格を持つ ように成長す るので

あるが，われわれの実験群では，その構成上の理由か ら，

特異な傾向が見 られ た。


